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10
月
中
旬
か
ら
11
月
下
旬
に
か
け
て
、
本
会
と
役
場
社
会
福
祉
課
、
高
齢

福
祉
課
で
は
、
町
内
10
地
区
（
脛
永
地
区
は
自
主
的
に
開
催
）
に
お
い
て
、

行
政
推
進
員
、
民
生
委
員
児
童
委
員
、
福
祉
委
員
を
主
体
と
し
た
地
域
福
祉

懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
地
区
の
要
請
に
よ
り
赤
十
字
奉
仕
団
、
サ

ロ
ン
リ
ー
ダ
ー
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
の
福
祉
関
係
者
の
方
々
に
も
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
、全
体
テ
ー
マ
を
「
見
守
り
活
動
の
実
践
に
つ
い
て
」
と
し
て
、

地
域
で
見
守
り
活
動
を
進
め
る
た
め
の
具
体
的
な
見
守
り
方
法
と
し
て
、
次

の
4
つ
を
提
案
し
ま
し
た
。

①
話
し
合
い
の
場
づ
く
り　
　

②
見
守
り
対
象
者
の
把
握　

③
見
守
り
マ
ッ
プ　
　
　
　
　

④
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
へ
の
参
加
、
協
力

　
（
み
ん
な
が
気
軽
に
集
ま
れ
る
場
づ
く
り
）

本
年
は
町
と
協
働
で
『
見
守
り
カ
ー
ド
』
の
作
成
を
説
明
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
地
域
で
不
安
や
心
配
を
抱
え
て
暮
ら
し
て
い
る
方
か
ら
カ
ー
ド
に
登
録

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。
ま
た
、『
見
守
り
カ
ー
ド
』
の

作
成
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
見
守
り
活
動
の
実
践
に
繋
げ
て
い
た
だ
き
た
い

こ
と
も
併
せ
て
お
願
い
し

ま
し
た
。

説
明
の
あ
と
、「
自
分

た
ち
の
地
域
の
見
守
り
方

を
考
え
よ
う
！
」
を
テ
ー

マ
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

行
い
ま
し
た
。
話
し
合
い

で
は
、「『
見
守
り
カ
ー
ド
』

の
配
付
方
法
や
回
収
方
法

を
ど
う
す
る
か
。」「
ど
の

よ
う
に
区
民
に
説
明
す
る
か
。」「
一
度
12
月
に
集
ま
っ
て
み
ん
な
で
相
談
し

よ
う
。」
な
ど
活
発
な
意
見
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
中
に
は
、
来
年
度
の
地
域

活
動
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
作
成
さ
れ
た
地
区
も
あ
り
ま
し
た
。

　
『
見
守
り
カ
ー
ド
』
は
、
日
頃
の
見
守
り
や
緊
急
時
、
災
害
時
の
安
否
確

認
な
ど
要
援
護
者
台
帳
の
役
割
を
持
ち
ま
す
。
こ
の
懇
談
会
で
の
話
し
合
い

を
機
に
、
地
域
で
話
し
合
い
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平成23年度

▲清水地区　10月 20 日

▲北方地区　10 月 18 日

▲大和地区　11 月 8日

▲揖斐地区　10 月 12 日

▲見守りカード
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11
月
2
日
（
水
）
谷
汲
保
健
セ
ン
タ
ー
で
、
行
政
推

進
員
、
民
生
委
員
児
童
委
員
、
福
祉
委
員
の
各
代
表
、

前
谷
汲
地
区
福
祉
委
員
代
表
の
9
名
が
参
加
さ
れ
、
第

2
回
谷
汲
地
区
福
祉
連
絡
会
準
備
委
員
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
会
則
や
組
織
図
、
構
成
員
に
つ
い
て

検
討
し
、
福
祉
連
絡
会
設
立
に
向
け
て
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
本
会
か
ら
「
具
体
的
な

見
守
り
の
方
法
」
を
提
案
し
、
福
祉
連
絡
会
設
立
後
の

見
守
り
の
方
法
、
進
め
方
な
ど
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

今
回
の
準
備
委
員
会
の
内
容
を
踏
ま
え
、
谷
汲
地

区
福
祉
連
絡
会

設
立
に
向
け
て

今
後
も
協
議
を

行
っ
て
い
く
予

定
で
す
。　

〜
第
２
回
谷
汲
地
区
福
祉
連
絡
会
準
備
委
員
会
〜

集
ま
ろ
ま
い
か

▲小島地区　11月 19 日▲春日地区　10 月 26 日▲藤橋地区　11 月 30 日

▲谷汲地区　11 月 18 日▲久瀬地区　10 月 25 日▲坂内地区　11 月 17 日

▲脛永地区　11 月 5日

　

脛
永
地
区
は
、見
守
り
の
自
主
組
織「
福

祉
・
防
災
委
員
会
」
の
主
催
で
、
11
月
5

日
（
土
）「
脛
永
地
区
福
祉
懇
談
会
」
を

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
の
委
員
及
び
特
別
委
員
、
一

般
住
民
約
80
名
が
参
加
さ
れ
、
7
地
区
で

行
っ
た
ミ
ニ
集
会
の
報
告
や
認
知
症
の
講

習
（
講
師　

久
瀬
診
療
所
医
師 

吉
村
学

氏
）
を
受
講
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
本
会

と
役
場
か
ら
は
、
全
町
で
行
う
『
見
守
り

カ
ー
ド
』
に
つ
い
て
説
明
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

懇
談
会
の
様
子
か
ら
、
福
祉
委
員
さ
ん

を
は
じ
め
委
員
会
の
皆
さ
ん
が
、
日
頃
か

ら
地
域
で
心
配
な
方
の
見
守
り
を
活
発
に

行
っ
て
み
え
る
こ
と
が
伺
え
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
地
域
ぐ
る
み
で
継
続
的
な
活

動
を
お
願
い
し
ま
す
。　

▲谷汲地区福祉連絡会準備委員会の様子
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11
月
18
日
（
金
）、
お
じ
ま
幼
児
園
で
「
多
世

代
交
流
会　

干
し
柿
づ
く
り
」を
開
催
し
ま
し
た
。

地
域
の
方
に
干
し
柿
の
作
り
方
を
教
え
て
い
た

だ
き
、
5
歳
児
と
地
域
の
方
が
協
力
し
な
が
ら
作

業
を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
小
さ
な
手
に

大
き
な
柿
を
持
っ
て
、
ひ
と
つ
ず
つ
丁
寧
に
皮
を

む
き
、
ひ
も
で
吊
る
す
と
柿
の
の
れ
ん
が
で
き
あ

が
り
ま
し
た
。

干
し
柿
づ
く
り
の
後
は
、
園
児
か
ら
元
気
い
っ

ぱ
い
の
歌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
愛
く

る
し
い
歌
声
に
、
地
域
の
方
は
目
を
細
め
な
が
ら

大
き
な
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
子
ど
も
た
ち
が
福
祉
に
関
心
を

持
ち
、
自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
、
家

庭
や
学
校
、
地
域
に
お
い
て
活
動
し
て
い
く
こ
と

を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

揖
斐
川
中
学
校　
　

10
月
19
日
（
水
）

3
年
生
を
対
象
に
、
岐
阜
ア
ソ
シ
ア
視
覚
障
害

者
生
活
情
報
セ
ン
タ
ー
の
棚
橋
公
郎
氏
を
講
師
に

お
招
き
し
、「
共
に
生
き
る
社
会
」
に
つ
い
て
ご

講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
は
、
講
師
の
体
験
を
も
と
に
、「
障
が
い

と
は
何
か
」、「
災
害
時
に
ど
ん
な
活
動
や
支
援
が

で
き
る
か
」
な
ど
、
と
て
も
わ
か
り
や
す
い
お
話

で
し
た
。

生
徒
た
ち
は
命
の
尊
さ
や
個
人
の
尊
厳
な
ど
を

学
び
、「
誰
に
で
も
個
人
と
し
て
尊
重
し
関
わ
り

た
い
」、「
地
域
の
人
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し
た

い
」
と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

谷
汲
中
学
校　
　

11
月
21
日
（
月
）

3
年
生
を
対
象
に
、「
ア
イ
マ
ス
ク
体
験
」
を

行
い
、
視
覚
障
が
い
の
擬
似
体
験
・
支
援
の
方
法

な
ど
を
勉
強
し
ま
し
た
。

体
験
で
は
ア
イ
マ
ス
ク
と
白
杖
を
使
い
、
障
害

物
を
設
置
し
た
場
所
を
二
人
一
組
で
歩
き
、
初
め

て
ア
イ
マ
ス
ク
を
着
用
し
恐
る
恐
る
歩
い
て
い
た

生
徒
た
ち
も
、
友
人
の
こ
と
ば
か
け
で
次
第
に
安

心
し
て
歩
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
体
験
を
通
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
重
要
性
、
相
手
を
思
い
や
る
心
を
学
び

ま
し
た
。

12
月
7
日
（
水
）
か
ら
12
月
17
日
（
土
）
に
か

け
て
揖
斐
川
町
内
6
地
区
（
揖
斐
川
・
谷
汲
・
春

日
・
久
瀬
・
藤
橋
・
坂
内
）
に
お
い
て
、
在
宅
で

介
護
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
に
「
介
護
者
の
つ
ど

い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
も
、
正
月
用
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
フ
ラ

ワ
ー
作
り
を
行
い
、
講
師
の
説
明
を
受
け
な
が
ら

素
敵
な
作
品
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

お
茶
を
囲
み
な
が
ら
日
頃
の
介
護
に
つ
い
て
お
互

い
の
思
い
を
話
し
合
う
な
ど
、
交
流
が
図
ら
れ
ま

し
た
。

▲丁寧に柿の皮をむいている様子

多
世
代
交
流
会
（
共
同
募
金
配
分
金
事
業
）

キ
ッ
ズ
パ
ワ
ー
事
業
（
共
同
募
金
配
分
金
事
業
）

介
護
者
の
つ
ど
い
（
家
族
介
護
者
交
流
事
業
）

▲完成作品
▲アレンジメントフラワー

　作りの様子
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　地域の絆が薄れてきている時
代。住民が気配りし合う事は、大
切な事だと思います。「福祉委員
制度」が開始されましたが、地域
事情に合わせた成功事例の情報提
供や人材育成方法など、各地域の
ノウハウの提供を活発に行ってい
くことが重要です。柔軟な対応を
していかないと、各地自治会など
による高齢者の見守り活動におい
て、情報収集の困難さなど、様々
な地域課題に対応していけなく
なってしまうと思います。みんな
で協力し合っていきたいですね。

（30代　女性）

　高齢者の方が、住み慣れたこの土地で生き生きと過
ごせるような基盤整備をこれからもよろしくお願いし
ます。　　　　　　　　　　　　　　　（30代　女性）

正解者の中から抽選で5名様に、図書カードをプレゼントします。

●応募要項
ハガキに答え・住所・氏名・年齢をご記入の上、下記までご応
募ください。また、社会福祉協議会に対するご意見、ご希望も
あわせてお寄せください。

●応 募 先
　〒 501-0603　揖斐川町上南方 193番地
　　揖斐川町社会福祉協議会　地域福祉係
●応募期間
　平成24年１月25日（水）～平成24年２月10日（金）必着
　※発表は、図書カードの発送をもってかえさせていただきます。

認知症予防等のための「脳のトレーニング」クイズです。

～なぞなぞ～
何と読むでしょう？

　私もいつかボランティアに参加できたらと思ってい
ます。　　　　　　　　　　　　　　　（60代　女性）

　脳トレコーナーのおかげで「かけはし」をよく読む
ようになり、いろいろ勉強になります。　（60代　女性）

　「地域福祉」活動における“福祉委員”、とても大切
な任務だと思います。福祉課題を抱えて困っている方々
と地域とのつながりをつくる役割として、ぜひ活躍し
ていってもらいたいです。「共同募金」によって、どの
ような地域福祉事業に役立てられているか具体的に紹
介されて、協力して良かったと思いました。 

（40代　女性）

脳トレから寄せられた
住民の声

　※先月号の答えは…いも虫の向き、男の子の舌、おじいさんのめがね、スコップのミミズ、
　　愛ちゃんの引っ張っているつるの葉っぱの数、カラスの目、おばさんの持つおイモの数

た
ち
つ
て
と

ききききききききき

　

本
会
で
は
、
12
月
1
日
よ
り
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
と
し
て
「
同
行
援
護
」
サ
ー
ビ
ス
を
始
め

ま
し
た
。

　
「
同
行
援
護
」
と
は
、
視
覚
障
が
い
を
お
持
ち

の
方
を
対
象
に
、

①
移
動
時
及
び
そ
れ
に
伴
う
外
出
先
に
お
い
て
、

必
要
な
視
覚
的
支
援
（
代
筆
・
代
読
を
含
む
）

②
移
動
時
及
び
そ
れ
に
伴
う
外
出
先
に
お
い
て
必

要
な
援
護

③
排
泄
・
食
事
な
ど
の
介
助
そ
の
他
外
出
す
る
際

に
必
要
な
援
助

の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
揖
斐
川
町
社
会
福
祉
協
議

会
在
宅
福
祉
係
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
　
「
同
行
援
護
」
始
め
ま
し
た
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谷
汲
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
年
恒

例
の
「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」
を
12
月
13
日
（
火
）・

14
日
（
水
）
の
２
日
間
開
催
し
ま
し
た
。

　

13
日
は
、「
楽
天
一
座
」
の
皆
さ
ん
に
、
歌
や

歌
謡
舞
踊
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
演
目
を
披
露
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
14
日
は
、
大
正
琴
の

グ
ル
ー
プ
「
い
ち
ご
畑
」
の
皆
さ
ん
に
大
正
琴
の

演
奏
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
利
用
者
の
皆
さ

ん
は
生
演
奏
や
踊
り
に
大
変
感
激
さ
れ
、
手
拍
子

を
し
た
り
知
っ
て
い
る
歌
を
口
ず
さ
む
な
ど
、
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

　

春
日
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
12
月
19

日
（
月
）・
20
日
（
火
）・
22
日
（
木
）・
24
日
（
土
）

の
４
日
間
「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
藤
橋
在
住
の
三
輪
幸
恵
氏
に
、
笑
い

の
ヨ
ガ
や
ピ
エ
ロ
に
扮
し
て
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
披
露
し
て
い
た
だ
き
、
利
用
者
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
は
ケ
ー
キ
を
「
美

味
し
い
！
」
と
喜
ん
で
食
べ
ら
れ
、
楽
し
い
ク
リ

ス
マ
ス
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

坂
内
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
も
み
の
木
で
は

12
月
８
日
（
木
）
に
、
恒
例
の
「
ク
リ
ス
マ
ス
会

＆
お
楽
し
み
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
藤
美
会
揖
斐
支
部
の
皆
さ

ん
が
華
や
か
な
踊
り
を
披
露
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
ま
た
、
利
用
者
と
皆
さ
ん
が
一
緒
に
楽
し
め

る
よ
う
に
、
職
員
が
サ
ン
タ
の
衣
装
で
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
渡
し
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
も
交
え
て

手
作
り
ケ
ー
キ
を
い
た
だ
く
な
ど
話
も
盛
り
上
が

り
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

谷
汲

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

春
日

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

坂
内
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
木

施設だより

▲楽天一座による歌謡舞踊の披露

▲三輪幸恵氏によるパフォーマンスの披露

▲サンタに扮した職員によるプレゼントの様子
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社
会
福
祉
協
議
会
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
必
要
�
�
�
�
�

方
��
�
�
�
��
�
�
�
�

�
�
�
���
�
�
�
�
�

　

12
月
20
日
（
火
）、
１
月
17
日
（
火
）
の
２
回
に
わ
た
り
、「
新
聞
ち

ぎ
り
絵
講
座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
に
は
、
揖
斐
川
地
区
在
住
の

中
村
照
子
氏（
下
岡
島
）、森
美
代
子
氏（
三
輪
）の
お
二
人
を
お
招
き
し
、

サ
ロ
ン
代
表
者
や
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
な
ど
地
域
で
活
発
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
さ
れ
て
い
る
40
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
新
聞
ち
ぎ
り
絵
」
は
、
新
聞
紙
か
ら
図
案
に
合
っ
た
色
を
探
し
、

指
で
ち
ぎ
っ
て
ハ
ガ
キ
に
貼
っ
て
い
き
ま
す
。
参
加
者
は
、
ハ
ガ
キ
を

送
る
相
手
の
顔
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
楽
し
そ
う
に
作
ら
れ
、「
新
聞

も
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
、
認
知
症
予
防
に
も
な
る
わ
」
と
笑
顔
で
話
さ
れ

ま
し
た
。
受
講
後
は
、
ぜ
ひ
地
域
の
サ
ロ
ン
な
ど
で
紹
介
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
２
回
介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
養
成
講
座

�
新
聞
ち
ぎ
り
絵
�
を
開
催
！

　
「
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
健
康
・
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指

し
て
、
健
康
福
祉
フ
ェ
ア
２
０
１
２
を
開
催
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
福
祉
の
こ
こ
ろ
を
み

ん
な
に
広
げ
て
い
く
目
的
で
、
福
祉
に
関
す
る
習
字
及
び
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【 

応 

募 

内 

容 

】

◆
対　
　

象

　

町
内
の
小
・
中
・
高
等
学
校
の
児
童
生
徒

◆
募
集
作
品

　

◎
習　
　

字　

小
学
校
低
学
年･･･

「
ゆ
め
」「
元
気
」

　
　
　
　
　
　
　

小
学
校
高
学
年･･･

「
希
望｣

「
つ
な
が
り
」

　
　
　
　
　
　
　

中
学
校
・
高
等
学
校･･･

「
温
か
い
心
」「
大
切
な
命
」

　
　
　
　
　
　
　
　

用
紙　

二
文
字
「
半
紙
」

 

　
　
　

 　
　
　
　

四
文
字
「
か
き
ぞ
め
半
紙
（
八
つ
切
り
）」

　

◎
ポ
ス
タ
ー　

小
学
校･･･

八
つ
切
り
画
用
紙

　
　
　
　
　
　
　

中
学
校
・
高
等
学
校･･･

四
つ
切
り
画
用
紙

　

※
作
品
に
は
学
校
名
・
学
年
・
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
提
出
方
法

　

学
校
ま
た
は
揖
斐
川
町
社
会
福
祉
協
議
会
本
部
ま
た
は
各
支
所
ま
で

◆
締
め
切
り

　

平
成
24
年
２
月
17
日
（
金
）

◆
賞　
　

品

入
賞
者
に
は
賞
品
を
贈
り
ま
す
。
応
募
し
て
い
た
だ
い
た
方
全
員
に
参
加
賞
を
用

意
し
て
い
ま
す
。

い
び
が
わ
健
康
福
祉
フ
ェ
ア
２
０
１
２

　

 

〜
福
祉
習
字
・
ポ
ス
タ
ー
の
募
集
に
つ
い
て
〜

新
聞
ち
ぎ
り
絵
と
は
・
・
・

　

新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
カ
ラ
ー
写
真
や
カ
ラ
ー
印

刷
部
分
を
使
っ
て
作
る
ち
ぎ
り
絵
で
す
。
材
料
が
身
近

に
あ
り
お
金
も
か
か
ら
ず
、
と
て
も
エ
コ
で
ア
ー
ト
で

す
！
紙
面
か
ら
色
を
探
し
、指
で
ち
ぎ
っ
て
作
り
ま
す
。

67



各支所電話番号
谷汲支所（谷汲保健センター内） ☎ 56-3700 久瀬支所（久瀬振興事務所内） ☎ 54-2288
谷汲デイサービスセンター ☎ 56-3630 藤橋支所（藤橋振興事務所内） ☎ 52-2111

シングルシルバーふれあいの家 ☎ 56-3150 坂内支所・坂内デイサービス
センターもみの木 ☎ 53-2662

春日支所・春日デイサービス
センター（かすがモリモリ村内） ☎ 58-0008 高齢者住宅「はなもも」 ☎ 53-0007

町内の小中学校・高等学校では、福祉協力校
として学校行事の中で「福祉」に取り組んでいた
だいています。
また、本会では共同募金配分金事業の「キッ

ズパワー事業」の中で、子どもたちが揖斐川町の
福祉や、自分たちにできることを考えてもらうた
めに「出前講座」を行っています。
将来を担う「揖斐川町の子どもたち」を地域

ぐるみで育みましょう。

 

2月・3 月の予定
給食サービス（揖斐川）

給食サービス（久瀬・藤橋）

給食サービス（谷汲）

給食サービス（坂内）

給食サービス（春日）

給食サービス（坂内）

給食サービス（揖斐川）

給食サービス（久瀬・藤橋）

給食サービス（谷汲）

給食サービス（春日）

2月10日（金）

 　　14日（火）

　　 15日（水）

   　 16日（木）

　　 17日（金）

3月   8日（木）      

　　　9日（金） 

　　 13日（火）

　　 14日（水）

　　 16日（金） 

　 

～　編 集 後 記　～

手作りのお弁当をお届けします！
平成２4年度　給食サービス事業の申込み

１．対 象 者　　町内在住の方　＊ 75歳以上のひとり暮らしの方
　　＊ 80歳以上の高齢者のみ世帯

２．配 達 日　　年 8回（支所によって配達日が異なります）
３．利 用 料　　1食　200円
４．申込期限　　平成 24年 3月 9日（金）
５．問合せ先　　揖斐川町社会福祉協議会本部または各支所まで

揖斐川 ☎ 23-0411　谷汲 ☎ 56-3700　春日 ☎ 58-0008
久瀬・藤橋・坂内 ☎ 54-2288（久瀬支所）

揖斐川町社会福祉協議会では、ボランティアさんに作っていただいたお弁当をお届けします。
希望される方は、揖斐川町社会福祉協議会本部、または最寄りの支所までお申込みください。

～あたたかいこころ～
こころあたたまる寄付をいただき
　　　　　　　 誠にありがとうございました。

【平成23年11月1日から12月31日まで】

★松井親夫　様（谷汲）･････････ 10,000円
★郵政福祉東海地方本部　本部長　髙尾宗男様
･･･････押し車4台、ターゲットゲーム1台

　
　12月6日（火）郵政福祉東海地方本部及び、
西美濃地区連絡会より社会貢献の一環として、
本会に押し車4台、ターゲットゲーム1台を
寄付していただきました。寄付していただいた
物品は、デイサービスセンター（谷汲・春日・
坂内）で有効に活用させていただきます。あり
がとうございました。

8


